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県
警

機
動

セ
ン

タ
ー

庁
舎

及
び

そ
の

敷
地

供
用

解
体

工
事

造
成

工
事

新
体

育
館

・
屋

内
水

泳
場

開
業

・
供

用

※ ※※※
３ ３３３

建
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工
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外
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工

事

基
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設
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施
設

計

元
運

転
免

許
試

験
場

敷
地

設
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(
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募
集

及
び

選
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等

意 見 交 換 会 の 実 施

特 定 事 業 の 選 定 ・ 公 表

入 札 公 告

入 札 提 出 書 類 の 受 付

落 札 者 の 決 定 ・ 公 表

事 業 契 約 の 締 結

事 業 開 始

凡
例

※
１
　
本
表
の
工
程
の
う
ち
、
事
業
者
の
設
計
及
び
建
設
に
係
る
業
務
の
工
程
に
つ
い
て
は
事
業
者
提
案
と
す
る
。
ま
た
、
県
の
業
務
に
係
る
工
程
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
の
想
定
で
あ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

事
業
者
の
業
務

※
２
　
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
結
果
、
県
と
し
て
は
土
壌
汚
染
が
な
い
と
判
断
し
た
。

県
の
業
務

※
３
　
庁
舎
等
解
体
工
事
の
際
に
、
当
該
工
事
に
係
る
仮
設
物
の
設
置
及
び
作
業
並
び
に
車
両
通
行
等
の
た
め
、
本
敷
地
の
一
部
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

宇
都
宮
市
の
業
務

※
４
　
地
下
通
路
に
続
く
本
敷
地
へ
の
地
上
出
入
口
（
本
敷
地
内
の
ス
ロ
ー
プ
）
の
設
計
・
施
工
に
当
た
っ
て
は
、
市
道
1
6
3
7
号
線
拡
幅
工
事
と
の
調
整
を
要
す
る
。

※
５
　
体
育
館
分
館
改
修
工
事
は
、
空
調
設
備
設
置
工
事
及
び
外
部
建
具
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

※
６
　
地
下
通
路
施
工
時
に
は
、
本
敷
地
内
に
市
道
1
6
3
7
号
線
の
迂
回
用
仮
設
道
路
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
７
　
市
道
1
6
3
7
号
線
拡
幅
工
事
の
施
工
時
に
、
縁
石
の
開
口
部
確
認
の
た
め
、
本
敷
地
へ
の
出
入
口
位
置
を
立
合
い
に
よ
り
確
認
す
る
。

本 敷 地 周 辺 道 路

国
民

体
育

大
会

リ
ハ

ー
サ

ル

大
会

土
壌

汚

染
状

況

調
査

（
土

壌

概
況

調

査
）

※ ※※※
２ ２２２

国
民

体
育

大
会
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※２
※４ 

※３ 

(東第一駐車場) 
中央エリア 

本敷地 

道路拡幅工事及び地下通路工事関係 

※１ 

※１ 道路拡幅部については、あわせて別紙 3 を参照すること。 
※２ 迂回用仮設道路整備予定エリア内(3,000 ㎡程度(市道拡幅前の本敷地面積を含む))における

迂回用仮設道路の整備は県の業務とする。また、次の工事(一般土による更地化)についても
県の業務とする予定であるが、詳細については事業契約締結後協議することとする。 

    ・地下通路施工時の掘削箇所の現況地盤高までの復旧 
    ・迂回用仮設道路の撤去 
    ・迂回用仮設道路整備予定エリア内の既存構造物の撤去 
※３ 地下通路の詳細については、「地下通路詳細図」を参照のこと。 
※４ 地下通路に続く本敷地への地上出入口(本敷地内のスロープ等)の配置や形状等については

事業者提案とし、整備は事業者の業務とする。 

■凡例 
   市道 1637 号線拡幅工事で後退

する部分の後退後道路境界線 
   地下通路施工予定箇所 
   地下通路に続く地上出入口 

(事業者の業務) 
   地下通路施工時に市道 1637 号

線の迂回用仮設道路の整備を予
定しているエリア 

 
   現在の敷地境界 
   最終的な敷地境界 
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 地
下

通
路

の
整

備
は

県
で

実
施

す
る

が
、

地
下

通
路

に
続

く
本

敷
地

へ
の

地
上

出
入

口
の

整
備

は
本

事
業

範
囲

内
と

す
る

。

　
※

 本
図

に
お

け
る

本
敷

地
内

の
ス

ロ
ー

プ
は

想
定

で
記

載
し

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
実

際
の

施
工

内
容

は
事

業
者

提
案

と
す

る
。

　
※

 設
計

・
施

工
に

あ
た

っ
て

は
市

道
1
63

7号
線

拡
幅

工
事

と
の

調
整

を
要

す
る

。

　
※

 地
下

通
路

の
位

置
等

は
市

道
16

3
7号

線
の

設
計

等
に

よ
り

変
更

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

。（
水

平
2
0
ｍ

以
内

毎
に

W
=
1
.
5
ｍ

の
踊

り
場

、
両

側
に

手
す

り
を

設
置

す
る

こ
と

）
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fuka573
タイプライターテキスト
　　　地下通路詳細図

fuka573
タイプライターテキスト



 

 
※県警機動センター庁舎解体工事の範囲については、県が建物、外構及び工作物を解体し、一般

土にて更地とする。併せて、築山部に存置されている雑物（石、枕木、タイヤ、ヒューム管等）
を撤去する。 

 
※上記工事実施時には、現場事務所、資材置場、工事関係車両駐車場などの用地として、図示し

た占有エリアを使用する。また、上記工事関係車両は、別紙８に示す本事業実施における工事
関係車両の進入退出路と同経路にて出入りする。 

■凡例 
県警機動センター庁舎 
解体工事範囲 

   県警機動センター庁舎 
解体時の占有エリア 

   築山 
（雑物の撤去は県の業務）
 
現在の敷地境界 
最終的な敷地境界 

県警機動センター庁舎解体工事関係 

本敷地 

別紙5　県が実施する工事内容

－4－




